
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

物
資
・

資
機

材
が
配

備
さ
れ

ま
し
た

。
 

 
④

避
難

所
の

一
人

当
た

り
の

占
有

 

    

間
仕

切
り

一
一
・
非

接
触

体
温

計
二

個
ほ

か
日

用
品

等
多

数
避

難
所

用

物
資
・

資
機

材
が
配

備
さ
れ

ま
し
た

。
 

者
と

健
常

者
を

エ
リ

ア
区

分
し

、
間

仕
切

り
・

簡
易

ベ
ッ

ト
を

設
置

す
る

 

 
④

避
難

所
の

一
人

当
た

り
の

占
有

だ
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

 

 
又

、
今

年
度

新
た

に
マ

ッ
ト

レ
ス

二
五
・
ダ

ン
ボ

ー
ル

ベ
ッ

ト
一

五
・

自主

取
り

組
む

 

 
③

避
難

所
の

コ
ロ

ナ
感

染
防

止
か

ら
体

温
( 調

) チ
ェ

ッ
ク

し
体

調
不

良

り
と

、
検

温
に

よ
り

、
体

調
不

良
の

方
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー

へ
、
健

常
者

は
体

育
館

へ
入

所
い

た

だ
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

自主防災

 
②

避
難

所
一

辺
倒

か
ら

３
密

回
避

を
行

っ
て

避
難

と
し

て
垂

直
・

友
人

宅
・

親
戚

・
車

中
等

の
分

散
避

難
に

取
り

組
む

と
と

な
り

、
受

付
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
で

行
い

、
体

調
聞

き
取

り
と

、
検

温
に

よ
り

、
体

調
不

良
の

自主防災会開

 
①

自
分

の
命

は
自

分
で

守
る

・
大

切
な

人
の

命
を

守
る

 

 
②

避
難

所
一

辺
倒

か
ら

３
密

回
避

ー
) と

補
助

避
難

所
( 神

杉
小

学
校

体
育

館
) が

あ
り

ま
す

が
、

い
ず

れ

も
避

難
レ

ベ
ル

３
で

開
設

す
る

こ

開催報

て
今

年
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

感
染

防
止

策
を

取
り

入
れ

る
必

要
が

生
じ

、
 

－１－ 

は
、

同
一

敷
地

内
に

基
幹

避
難

所

( 神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
) と

補
助

避
難

所
( 神

杉
小

学
校

報告

課
と

の
協

議
報

告
と

し
て

 

 
避

難
に

関
す

る
環

境
の

変
化

と
し

て
今

年
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

策
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
、
準
備
万
端
で
乗

り
切
り
こ
の
夏
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

防
団

を
対

象
に

し
た

避
難

所
開

設

の
研

修
会

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
 

神

杉
地

区
の

避
難

所
に

つ
き

ま
し

て

 

日
理

事
会

を
行

い
、

七
月

九
日

防
災

委
員

会
を

開
催

し
た

。
 

 
会

で
は

、
ま

ず
三

次
市

危
機

管
理

録
で
は
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
明
け
ま
で
の
期
間

が
一
番
多
い
そ
う
で
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
対

策
も
あ
り
ま
す
が
、
各
自
、
準
備
万
端
で
乗

神
自
T E
発
６
人
世
ホ
ht
-m

こ
の

条
件

に
よ

り
実

際
に

六
月

一

七
日

に
市

立
酒

屋
体

育
館

に
て

、

又
、
七

月
五

日
に

は
三

次
市

女
性

消

防
団

を
対

象
に

し
た

避
難

所
開

設

 
神

杉
自

主
防

災
会

で
は

六
月

三
〇

日
理

事
会

を
行

い
、

七
月

九
日

防
災

 
大
雨
に
よ
る
災
害
は
過
去
の
発
生
日
記

神  杉  地  区
自治会連合会
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面
積

を
２

㎡
か

ら
４

㎡
と

す
る

。
 

 
等

の
変

更
点

の
報

告
が

あ
り

、
 

こ
の

条
件

に
よ

り
実

際
に

六
月

一

 

区 
会 

1 3 2 3  
10 

前月比)  
1) 

606(+1) 

//kamisugi



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年

 この事業

の排出抑制

なり、災害

等を導入す

 つきまし

定になりま

 １.導入太

  ソーラー

  リチゥム

   ＬＥＤ照

 

 ２. 緊急

３.今後の

  令和２

  令和３

     

４.屋上平

年地域の

この事業は環境省の

排出抑制に加え、地

り、災害時の事業継

を導入するものです

つきましては、三次

になりました。施設

導入太陽光発電・

ソーラーパネル  

リチゥムイオン 蓄

ＬＥＤ照明器交換 

緊急時必要電力

今後のスケジュー

令和２年７月 工

令和３年１月 工

     ２月 補

屋上平面図 

年地域の防災・

エネル

環境省の所管で、地

地域の低酸素

の事業継続性の向上

ものです。 

は、三次市はここ神

施設の内容につ

光発電・蓄電施設は

 ２８枚☓

蓄電池     

           

必要電力試算は

ケジュール 

工事入札・契

工事完了・完

補助金実績報

－

－

の防災・減災と低

エネルギー設備

管で、地域防災計画

の低酸素化を実現し

性の向上に寄与する

はここ神杉コミニテ

内容につきましては

電施設は 

０．６KW 

 ☓１施設

        

入札・契約締結 

完了・完了検査 

金実績報告 

－２－ 

－１－ 

- 1 - 

減災と低炭素化

ギー設備等推進

防災計画又は地方公

を実現しつつ、災害

寄与する再生可能エ

コミニティセンター

ましては下記のとお

 (日) ☓ ３６

１施設     

       

低炭素化を同時

備等推進事業 

は地方公共団体との

災害時には発電

生可能エネルギー・

センターをはじめ市

記のとおりです。 

３６５日 ＝

        ＝ 

      ＝ 

を同時実現する

 決定!! 

団体との協定により

には発電・電力供給

・蓄エネルギ

市内７箇所を

 

 ６，１３

  ２２．４

        １

実現する自立・

り、平時の

電力供給等の機能

エネルギーシステ

箇所を公募申請

６，１３２ KW 

２２．４ KWh 

１６台 

る自立・分散型

平時の温室効果ガ

の機能発揮が可能

システムなどの設

募申請され何れも

 

室効果ガス

揮が可能と

どの設備

何れも決



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 －３－ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳し
  

８

㊗ １

2019.11.24

みなさん。

  コロ

詳しくは別紙パ
       

ナ

満
開

の
椿

が
誘

う
蜂

の
群

 
  

  
広

川
テ

ル
子

 

８月７日(金)１９

１０１年

2019.11.24 苔玉作り

なさん。今年度も実

ロナに勝と

は別紙パンフを！ 
    《待って

ナイトシアタ

青
サ
ギ
や
井
堰
に
立
ち
て
長
き
時

 
 田

原
 

洋
子

 

山
間

の
青

田
に

の
こ

る
鹿

の
痕

 
 中

藤
 

博
文

 

１９:４５～ 

年 尾

苔玉作りに励まれる

年度も実施できます

とうかみ

 
待ってま〜す》 

トシアター開催 

夏
雲

や
球

児
の

動
き

稟
と

し
て

 
 加

藤
 

茂
夫

 

青
サ
ギ
や
井
堰
に
立
ち
て
長
き
時

 
 田

原
 

洋
子

 

 

よ
り

厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

尾首山憩

励まれる参加者の

できますよう祈りま

みすぎ 

 

 

山
脈

俳
句

会
《
六

月
》
 

夏
雲

や
球

児
の

動
き

稟
と

し
て

 
 加

藤
 

茂
夫

 

- 4 - 

《
見

舞
い

返
し

》
 

 
七

区
 

中
山

 
ト

シ
エ

 
様

 

 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て

衷
心

 

憩いの

う祈ります。

用
す

る
。

ま
た

、
取

組
み

を
通

 
れ

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

山
脈

俳
句

会
《
六

月
》
 

７月

十
区

 
 

佃
 

 
裕

 
様

 

（
亡

母
 

佃
 

定
子

 
様

）
 

 

《
見

舞
い

返
し

》
 

７月 
14 日(火

15 日(水

16 日(木

    

17 日(金

18 日(土

19 日(日

24 日(金

28 日(火

30 日(木

８月 

６日(木)

７日(金)

14 日(金

の森づく
の

場
・

地
域

の
人

達
の

憩
い

の

場
・

ふ
れ

あ
い

の
場

と
し

て
活

用
す

る
。

ま
た

、
取

組
み

を
通

 

て
、

保
育

所
・

小
学

校
の

授
業

に
も

活
動

が
採

り
入

れ
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

７月・８月

《
香
典

返
し

》
 

十
三

区
 
升
田

 
俊
壮

 
様

 

（
亡

母
 
升
田

 
道

子
 

様
）

 

十
区

 
 

佃
 

 
裕

 
様

 

火) 三味線講

水) 書道講座

木) パソコン

     青少年育

金) パッチワ

土) 銭太鼓高

日) グランド

金) 生花講座

火) 舞踊講座

木) 大正琴 

   神杉地区

  ナイトシ

金) 盆休み 

くり実行

( 尾
首

山
公
園

化
事

業
) に
認
め

ら
れ
「
豊

か
な
資
源

を
活

用
し

、

子
ど

も
達

の
学
習

の
場

・
遊
び

の
実

行
委

員
の
皆
さ
ん

の

お
力

で
、

今
で

は
無

く
て

は
な

ら
な

い
組
織

と
し

月・８月の行事

和
二

年
六

月
一

日
か

ら
同

月
末

日
ま

 

で
に

、
次

の
方
々

か
ら
ご
寄

付
が
寄

 

せ
ら

れ
ま

し
た

。
 

《
香
典

返
し

》

 

三味線講座 

書道講座 

パソコン講座  俳

青少年育成部会 

パッチワーク講座 

銭太鼓高杉会 

グランドゴルフ月例

生花講座 

舞踊講座  三味線

   絵手紙

神杉地区平和慰霊式

ナイトシアター 

 

行委員

周
年

を
迎
え

ま
す

。
こ

の
会

は

三
次

市
ま
ち
づ

く
り
支
援

事
業

尾
首

山
公
園

化
事

業
に
認
め

た
。
四
戸

の
地
権

者
の

方
々

の
ご

協
力

と
、

多
く

の
実

行
委

員
の
皆
さ
ん

の

月の行事予定 

愛
の

灯
 

  

神
杉

地
区
社

会
福
祉

協
議

会
へ
令

 

和
二

年
六

月
一

日
か

ら
同

月
末

日
ま

俳句講座 

 

ルフ月例会 

三味線講座 

絵手紙講座 

慰霊式 

会 

 
平
成

二
二

年
一

〇
月

一
九

日

に
こ

の
実

行
委

員
会

が
発
足
以

来
本

年
度

で
記
念

す
べ

き
一

〇

し
て
世
代

間
の
交
流
促
進

や
森

の
維
持

を
図

る
」

事

を
目
的

に
設

立
さ

れ
ま

し

 

愛
の

灯
 

 
 
平
成

二
二

年
一

〇
月

一
九

日
し

て
世
代

間
の
交
流
促
進


